
平 成 ２ ５ 年 度  学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 報 告  
（ １ ） 学 校 関 係 者 評 価 委 員 会 と は 、 法 令 に 基 づ き 、 学 校 か ら の 要 請 に 応 じ て 組 織 さ れ た 委 員 会 で す 。 主 な 任 務 は 、 学 校 行 事

へ の 積 極 的 な 参 加 及 び 観 察 を 行 い 、 学 校 評 価 （ 自 己 評 価 ） 結 果 に つ い て の 検 証 及 び 協 議 を 行 う こ と で す 。 委 員 の 構 成 は 、

校 長 が 地 域 教 育 関 係 者 （ 保 護 司 ・ 民 生 児 童 委 員 ・ 育 成 会 ・ 地 域 町 内 会 長 ・ Ｐ Ｔ Ａ 役 員 ） に 依 頼 し て 決 定 し て い ま す 。 委 員

会 は 、 各 学 期 １ 回 開 催 さ れ 、 年 ３ 回 行 い ま し た 。  

学校教育  

目標 

 人間尊重の精神を基調とし、  

次のような教育目標を定める。  

◎よく考えて実行する ○なかよく助け合う  ○体をじょうぶにする 

重点目標    

 ☆学び合いを大切にしながら、  

よく考えて実行する。 

◎ 評 価 指 標  Ａ … 達 成 で き た   Ｂ … お お む ね 達 成 で き た   Ｃ … 達 成 で き な か っ た  
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よ
く
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え
て
実
行
す
る 

確
か
な
学
力
の
育
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①基礎的・基本

的な知識・技能

を習得する。 

②思考力・判断

力・表現力を育

成する。 

③主体的に学

習に取り組む

態度を育成す

る。 

①漢字の基礎的

・基本的な内容の

定着を図る。 

○学級の９割以上の児

童が学年別漢字配当表

に示された漢字の習熟

を８割以上にする。 
B B 

 依 然 と し て 個

人 差 が 大 き い 。

新 出 漢 字 は 習 得

し て い て も 、 既

習 事 項 を 忘 れ て

い る 。 日 常 で 活

用 で き て い な い

。  

 毎 日 少 し ず つ の

取 り 組 み を 徹 底 さ

せ る 。ス テ ッ プ タ イ

ム 等 で 復 習 や 反 復

練 習 さ せ る 。休 み 時

間 等 に 個 別 指 導 す

る 時 間 を 増 や す 。  

・日 頃 の 授 業 を 充 実

さ せ て い く と 共 に 、

来 年 度 予 定 さ れ て

い る「 放 課 後 学 習 教

室 」（ Ａ Ｓ Ｓ ） で 成

果 が 上 が る よ う に

努 力 し て い く 。  

・ 国 語 の 「 話 す ・ 聞

く 」の 校 内 研 究 を さ

ら に 充 実 さ せ て い

く 。  

・算 数 少 人 数 ク ラ ス

を ４ 月 よ り 習 熟 度

別 に し 、個 に 応 じ た

指 導 を 行 う 。  

・ 授 業 中 の「 学 習 規

律 」「 学 ぶ 態 度 」 の

指 導 も 大 切 。  

・「 話 し 方 教 室 」 が

効 果 的 で あ っ た 。普

段 の 学 校 生 活 に お

け る ヒ ン ト と し た

い 。  

①既習事項を踏

まえ授業のねら

いを明確にし基

礎基本の定着を

図る。 

○反復学習で習熟を高

め、学級の９割以上の児

童が算数の知識・理解の

定着を９割以上にする。 B B 

 以 前 と 比 べ る

と 向 上 し て き た

。  

 反 復 練 習 を 面 倒

が る 子 も い る の で 、

ス モ ー ル ス テ ッ プ

で 取 り 組 ま せ る 。休

み 時 間 等 に 個 別 指

導 す る 時 間 を 増 や

す 。  

②言語活動の充

実を図り、課題を

解決するために

必要な思考力・判

断力・表現力を育

成する。   

○課題を把握して自ら

考え、考えたことをノー

トに書いたり、話し合っ

たり、発表することがで

きる児童を９割以上に

する。 
B B 

ノ ー ト の 書 き

方 に 大 き く 差 が

あ る 。 発 表 は 、

で き る 子 と で き

な い 子 の 差 が よ

り 開 い て い る 。

大 勢 の 前 で の 発

表 に 尻 込 み す る

児 童 が い る 。  

よ い ノ ー ト の 書

き 方 を ま ね て 、視 写

す る 学 習 を す る 。発

表 に つ い て は 、授 業

の 振 り 返 り の 時 間

を も ち 、機 会 を 増 や

し 、発 表 す る こ と に

慣 れ さ せ て い く 。  

③主体的に学習

し、自分の考えを

進んで発表する

児童を育成する。 

○主体的に学んだこと

や調べたことをまとめ、

自分の考えを進んで発

表できる児童を低学年

９割、中学年８割、高学

年７割以上にする。 

B B 

 以 前 と 比 べ る

と 主 体 的 に 取 り

組 む 児 童 が 増 え

て い る 。  

毎 時 間 、自 分 の 考

え を 書 い た り 、発 表

し た り す る 時 間 を

授 業 中 に 設 け る 。  

な
か
よ
く
助
け
合
う 

豊
か
な
心
の
育
成 

安
全
教
育
の
推
進 

①児童の人権

感覚の高揚を

図る。 

②自然や人と

のふれあい、思

いやりを育む

活動を進める。 

③生命尊重の

道徳授業の充

実を図るとと

もに、家庭との

連携を進める。 

④防災意識や

危険回避の行

動様式を定着

させる。 

①他者を尊重す

る態度を育成す

る。 

○進んであいさつをす

る児童を９割以上にす

る。 

○「みんなと仲よくする

」という児童を９割以上

にする。 

B B 

 挨 拶 を 返 す こ

と は で き て も 自

分 か ら 進 ん で す

る と い う こ と が

少 な く 、 朝 の 挨

拶 に 限 っ て い る

よ う で あ る 。  

い つ で も 挨 拶 で

き る よ う に 繰 り 返

し 指 導 し て い く 。日

頃 の 意 識 付 け を 丁

寧 に 行 っ て い く 。教

師 自 ら 進 ん で 実 践

す る 。  

・気 持 ち の よ い 挨 拶

を し て く れ る 子 供

が 増 え て い る 。引 き

続 き 奨 励 し て い く 。 

・ 子 供 た ち の「 優 し

い 心 」「 や さ し い 言

葉 遣 い 」を 醸 成 す る

た め に は 、学 校 や ク

ラ ス の 温 か い 雰 囲

気 作 り が 必 要 に な

っ て く る 。学 年 が 上

が っ て も 温 か い 雰

囲 気 を 引 き 継 げ る

よ う に し て い く 。  

・１ 年 生 の 手 を 引 い

て 登 校 す る ６ 年 生

の 姿 が あ る 。き ょ う

だ い 学 級 活 動 の 成

果 で あ る 。来 年 度 の

縦 割 り 班 活 動 に も

期 待 し た い 。  

・家 庭 と の 連 携 を さ

ら に 深 め て い く 努

力 を す る 。  

②人とのかかわ

りや思いやりの

心、協力する態度

や感謝の気持ち

を育成する。 

○きょうだい学級で仲

よく楽しく遊ぶ児童を

９割以上にする。  

○やさしい言葉で話が

できる児童を９割以上

にする。 

B B 

 や さ し い 言 葉

遣 い に つ い て 、

改 善 が 見 ら れ た

も の の 、 ９ 割 に

は 満 た な か っ た

。 言 語 環 境 は 、

よ い と は 言 え な

い 。  

 「やさしい言葉」を

具体的に示していく。

学校全体で取り組み、

家庭との連携もしてい

く。友達のよいところ

を見つけて発表し合う

場を、帰りの会や授業

の振り返り等で行う。  

③年間指導計画

のもと、計画的に

道徳の授業に取

組み、保護者に公

開する。 

○全学級が年間指導計

画に則った授業を実施

するとともに、公開授業

日及び道徳授業地区公

開講座開催日には、保護

者・地域に公開する。 

A A 

 年 間 指 導 計 画 に

則って、全授業を進

めることができた。

保 護 者 に も 全 ク ラ

スを公開した。  

 来 年度も授業研修会

等で道徳授業等の質を

高めると共に、道徳授

業地区公開講座を通し

て、地域・保護者との

連携を深める。  

④避難訓練や安

全指導等を計画

的に実施すると

ともに、地域訪問

等により通学路

及び学区域周辺

の危険箇所を確

認する。 

○避難訓練を年間11回

（各月１回）実施し、防

災意識や危険回避の行

動様式を全児童 

(100％ )に定着させる。 

○４月中に全児童(100

％ )の通学路及び学区域

周辺の危険箇所を確認

する。 

A A 

 年間を通して、計

画通りの避難訓練

と安全指導を行う

ことができた。また

、４月の地域訪問で

全児童の通学路の

確認が済んでいる。

児 童 の 取 り 組 み

方 が 向 上 し て い

る 。  

今年度同様、来年度

も計画に則った内容で

様々な場を設定し、児

童の危険意識を高め、

危機管理の力をつける

指導を行っていく。 

体
を
じ
ょ
う
ぶ
に
す
る 

健
や
か
な
体
の
育
成 

①児童の体力

の向上を目指

した活動を進

める。 

②基本的な生

活習慣の確立

及び食育を推

進する。 

①毎日の外遊び

を励行するとと

もに、元気アップ

タイム、短縄月間

を活用する 

○進んで体を動かし、運

動することが好きな児

童を９割以上にする。 

B A 

 以 前 と 比 べ 、

外 遊 び が 好 き な

児 童 が 増 え た 。

運 動 が 嫌 い な わ

け で は な い が 、

進 ん で 取 り 組 め

て い な い 児 童 も

い る 。  

 短 縄 、長 縄 を １ 年

の 中 で 取 り 組 め る

期 間 を 増 や す 。ま た

、元 気 ア ッ プ タ イ ム

の 内 容 改 善 を 図 る 。

ま た 、ク ラ ス 全 体 で

遊 ぶ 日 を 設 定 す る

こ と も 考 え る 。  

・特 に 長 縄 に は 子 供

た ち も 意 欲 的 で あ

る 。長 縄 集 会 を 学 期

に １ 回 行 う な ど 、回

数 を 増 や す こ と も

考 え ら れ る 。 ま た 、

持 久 走 に 取 り 組 む

の も よ い 。  

・縦 割 り 班 や 休 み 時

間 で の 元 気 ア ッ プ

タ イ ム も 考 え た い 。 

・給 食 を お い し く 食

べ 、感 謝 の 気 持 ち を

も つ 指 導 を 充 実 さ

せ て い く こ と も 大

切 。  

②給食指導を通

して食育を推進

するとともに家

庭と連携し、早寝

・早起き・朝ご飯

を励行する。 

○好き嫌いをしないで、

食べようとする児童を

８割以上にする。 

○時間や提出期限を守

れる児童を９割以上に

する。 

B B 

 以 前 よ り は 改

善 さ れ て い る が

、 期 限 を 守 れ な

い 児 童 が 決 ま っ

て き て い る 。  

 意 識 づ け る 声 か

け 等 、個 へ の 対 応 も

根 気 強 く し て い く

と 同 時 に 、保 護 者 と

も 連 携 を 図 っ て い

く 。  

 


